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琴線に触れる感性 美的価値の経験へ
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Summary.

Anidiomaticexpression,'totouchheartstrings,comes

fromastoryoftheChineseclassicsthattherewasa

deepsympathybetweenperformancesbyaChinese

virtuosoofharpandresponsefromhisbestfriend.This

isagoodexampleoftheKansei.Thesenseofbeautyto

leadcreativeactivityistingedwithaspecificqualityof

eachindividua1,regionorculture.FunctionsofKansei

areconsideredonthebasisofcomparativediscussionof

threeprecedentstudiesaboutthedevelopmentand

aspectsofKansei.Inanadvancedinformationsociety,

anexperiencetocontactwith'ecologicalinformation'is

agoodchancetodiscoverfundamentalexperienceina

relationshipbetweenobjectsandself.Whenchangesof

thevalueoftheexperienceoccurinitsprocess,itisan

opportunityforKanseitobevitalized.

1琴 線 に触れる

『日本国語大辞典』(小学館)で は、「琴線」を 「(物事に

感動する心情を琴の糸にたとえてい う)人間の心の奥深 く

にある感 じやすい心情。感動 し共鳴する心情」と定義 して

いる。この表現の履歴を遡ると、中国の春秋戦国時代の『列

子』にたどり着 く。『列子』 「湯問第五」には、琴の名手で

ある伯牙 とその友人の鍾子期の交わりが琴の演奏を焦点 と

して紹介 されている。伯牙が琴を演奏す るときの感情や心

境を、鍾子期は余すところなく言い当てるので、伯牙は 「き

みがわたしの意図として想い描くものは、わたしの心とぴ

った りである。わたしの琴の音がきみの耳をのがれる場所

は、どこにもないのだ」(『列子2』、p.80)と 述べたとい う。

この話は、伯牙の演奏者 としての力量 と、鍾子期の聴き

手としての力量が、同じ高みに達 した ところで共鳴してい

るとい う希有な関係を示 している。 さらに、伯牙の演奏を

聴いて鍾子期が体感 したことを言葉にした内容が、伯牙の

意図を正確に捉えていることで、伯牙を驚愕 させたのであ

る。ここには、経験、その表現、その受容 という創造的な

感性のはたらきの過程で生 じた至福の関係が存在 している。

それは、「伯牙絶弦」とい う言葉で残 されているように、

鍾子期の死により自分の琴を理解 してくれるものがいなく

なったので、伯牙が琴を壊 し、弦を断ち切って二度 と琴を

弾くことがなかったとい う話(『 呂子春秋』、p.311)と 表裏

の関係にある。

2.言 葉は浅く、意(こ ころ)は 深 く

『堀 口大學詩集』の扉の裏の前書に、 自分の詩の理念を

宣言 したものと見なされる 「言葉は浅 く/意(こ ころ)は

深 く」(堀 口、p.1)と い う2行 がある。 この表現は、意の

深 さに十分に応える言葉の深さを持つ詩を書こうとする美

的態度 とは対極的な関係にある。

意の深 さに十分に応える言葉の深さを持つ詩が固有の

美意識に導かれて創造されるのと同様に、言葉は浅く、意

は深く書かれる詩 も固有の美意識に導かれて創造されるの

である。それぞれに固有の美意識から書かれ る詩は、異な

る判断基準に基づ く美的価値に支えられている。



堀 口大學は、「言葉は浅く、意は深 く」詩を書こうとする。

彼の言語感覚に共鳴を覚え、このような美的価値 を承認す

る経験を重ねてきた読者は、彼の言葉を明快にかつ十分に

理解できるであろ う。しかしながら、このような美意識は、

個人的、地域的、文化的な偏差 としての固有性 を帯びるも

のであり、伯牙と鍾子期の関係のように深い共鳴が生 じる

ことは実に稀なことであろう。そ うであればこそ、物事に

感動 し、それをすばらしい と知覚する能力がはた らくこと

自体をまず問題化 しなければな らない。

3.感 性の発達、感性のはたらき

梅澤啓一は、『感性 と造形表現』において、感性発達の

基本法則を提示す ることと、発達過程のメカニズムを明 ら

かにすることを試み、その中で感性を 「形態価値意識」と

定義 し、それを 「すなわち現実形態に感性的な価値 を認め

る意識」(梅 澤、p.150)と 言い換えている。

佐々木健一は 『日本的感性』において、和歌を素材 として

日本的感性について考察 し、その特性である 「ずらし」 と

「触覚」のはたらきを明らかにしようとした。佐々木によ

れば、「感性 とは、対象の(あるいは世界の)性質を知覚 しつ

つ、私のなかでのその反響を倍音 として聴 くはたらきであ

る」(佐 々木、p.10)。

桑子敏雄は 『感性の哲学』において、「感性 とは、自己

の空間的配置 と時間的履歴を身体的 自己が感知する能力で

ある。このとき、配置と履歴は、相互に不可分な関係 にあ

る」(桑 子、p.221)と 定義 している。

以上の三者は、感性のはた らきを捉えることにそれぞれ

かなり成功 していると考えられるが、相互に微妙な差異が

ある。 とりわけ、梅澤による感性の定義が 「価値 を認 める

意識」を明示的に含んでいることは、佐々木、桑子の定義

との違いを具体的に示すものである。一方、佐々木と桑木

の共通点は、対象 と自己とが身体的に共鳴す る関係性の中

で感性のはたらきを捉えていることである。また佐々木 と

桑木は、感性が 「ずれ」や 「逸脱」を肯定的 ・積極的に受

容するものであると捉えている点において共通 している。

梅澤は、創造的な造形表現活動をする 「機能的側面は、感

性的価値づけの新 しい局面に直面 してそれまでの内容的側

面が対応できるか否かが問われる際、内容の古い質と生ま

れた新 しい質 との落差が意識される時生 じる。そして内容

を形成 していたシステムの均衡が崩れ新 しい枠組の形成に

よって再び均衡が回復された時、内容的側面の質が高次化

する」(梅澤、p.84)と 「落差」、「均衡の崩れ と回復」 とい

う概念を用いて感性の発達の構造を示 している。その点に

おいて、梅澤は、佐々木、桑子と同じ方向での主張を展開

していることになる。

4.息 づく感性 としての経験へ

先進的な情報通信技術によって高度に情報化 された社会

に生きる私たちの感性は、創造的な製作の現場においても、

創造的表現を受容する場面においても、技術の革新による

社会環境の変化 と無縁ではいられない。感覚情報を提供す

る電子機器の開発 と普及による影響は、創造的作品の提示

の手法や受容の過程の深層に広く及ぶであろう。 このよう

な情報的環境の陰で、世界に身体的に触れる直接的な経験

は濃密な生の重 さを抜き取られているのではないか。

エ ドワー ド・S・リー ドは、『経験のための戦い』におい

て、アメリカ大陸全体をおお う情報スーパーハイウェイの

開発と整備から取 り残 されている最も大切な 「生態学的」

情報が、「われわれが事物を独力で経験することを可能にす

る情報」(リ ー ド、p.12)で あると指摘 し、「生態学的情報

は、世界におけるわれわれの場所の理解にとって一次的な

ものであり、処理情報は二次的なものにすぎない。現代生

活によって混乱をきたし劣悪になったのは、一次的経験と

処理 された経験の間のまさにこの関係である」(リ ー ド、

p.13)と 述べ、一次的な経験を擁i護す る。リー ドにとって、

生態学的情報 とは、五感の知覚のはたらきで環境から獲得

する情報であり、それは生きて成長 していくために根本的

な役割を果たす知覚的経験を決定する。

生態学的情報に結びつく経験は、対象 と自分との関係 に

おいて価値ある経験 として積み重ね られていく。その過程

で経験の価値の強化、拡大、組み替えが生 じる時、それは

感性が息づ く契機 となる。「琴線に触れる」とは、まさに感

性が 目覚める経験なのである。
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